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はじめに
国産⼤⾖は、輸⼊⼤⾖に⽐べて、⼤粒で品質が良いことから実需者

の⽅々に⾼い評価を得ています。また、国産⼤⾖を使⽤した⼤⾖製品
は、安全・安⼼志向が⾼い消費者の⽅々からも⽀持されています。

⼀⽅、国産⼤⾖の消費を拡⼤するためには、輸⼊⼤⾖に⽐べて、価
格が⾼いことがネックとなっています。国産⼤⾖は⽣産規模が⼩さく、
⽣産コストが⾼いこともありますが、決定的な違いは収量です。世界
の⼤⾖の平均単収は276kg/10a、⽶国に⾄っては350kg/10aに達してい
るのに対し、わが国はわずかに159kg/10a（いずれも2016年）と世界
平均の６割弱、⽶国の５割弱しかありません。

収量が低い原因はいろいろ考えられますが、その⼀つは莢のはじけ
やすさにあります。国内品種の多くは莢がはじけやすく、収穫適期を
逃すと次第に莢がはじけて、種⼦がこぼれ落ちてしまいます。特に、
⼤規模化が進むとすべての畑を適期に収穫することは難しくなり、⾃
然にはじける莢が多くなります。ひどい場合には２、３割も種⼦を落
としています。

そこで、農研機構は莢をはじけにくくする遺伝⼦（難裂莢性遺伝
⼦）を⾒出して、戻し交配によって主要な品種に導⼊しました。難裂
莢性を導⼊した品種は、莢のはじけやすさ以外は、⽣育も加⼯適性も
原品種とほぼ同じです。

このため、⽣産者の⽅々は原品種と置き換えていただくだけで、莢
のはじける問題が解決します。また、刈り遅れても莢がはじけにくく
なりますので、作業に時間的な余裕ができ、丁寧な収穫作業ができる
ようになります。結果として、はじける莢の数が少なくなる上に、丁
寧な作業による刈り残しなどの低減で、実質的な収量向上が期待でき
ます。

ここでは、難裂莢性品種を中⼼に農研機構が育成した最近の新品種
を紹介するとともに、⼤⾖の素晴らしさを知っていただくために、⼤
⾖の機能性や加⼯適性といった最新の話題もご紹介します。

本資料が皆様に有効に活⽤していただけるように願っています。
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品種⼀覧（ ）

煮

⾖ ⾖

⾖

腐

そ
の

近 中

国 国

あきまろ 本農研 15

あき や 農研 14

えんれいのそら 作 9

くろこじろう 作 25

くろさやか 農研 26

くん 農研 25

こが さやか 本農研 16

こと たか 1 作 10

1 作 7

のほほえ 農研 13

農研 13

すずかれん 農研 17

たつまろ 本農研 16

はたむすめ 農研 14

はつさやか 本農研 15

はつながは 農研 18

くあか 農研 26

ク 農研 18

ク 農研 17

ク 1 作 8

加⼯⽤ の は主⽤ であることを します。
２ 地域 の はその⼀ 地域に適することを します。

育
成
場

品種

加⼯⽤ 地域（ を除く）

ペ

ジ
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農研機構に ける⼤⾖品種育成場

農業研 ン ー
本 （ 本 合志 ）

農業研 ン ー
⼤ 研 （ ⼤ ）

次世 作 研 ン ー
（ つく ）

本農業研 ン ー
国研 （ 通 ）

中 農業研 ン ー
研 （新 上 ）

育成

ク 1
（普 ⾒ 4 500 a）

えんれいのそら
（普 ⾒ 4 000 a）

1
（普 ⾒ 550〜700 a）

こと たか 1
（普 ⾒ 1 800 a）

難裂莢性品種の ⽤ と適応地域

⽤
普 ⾒ 地域
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品種の収量や品質などの 良な はそのままにして、
の を改良する新しい⼿法です。

特性などはこれまで使っていた品種と同じなので、品
種を置き換えるだけで収量 などの効果が期待できます。

難裂莢性遺伝⼦を持つ に をかけ合わせ、難裂莢
性の を し、 をかけ合わせます。これを り すこ
とで、難裂莢性遺伝⼦以外はほとんど となった が得られま
す。また、 ー ーを ⽤することにより、難裂莢性遺伝⼦を持つ の

が、 期間で効 的にできるようになりました。

ピンポイント改良の

な品種開発

交配 ⽬

最 の交配の⼦ は
と の遺伝⼦が 分ずつ
です。

を り し交配することで、
の遺伝⼦の割合が えていきま

す。

難裂莢性遺伝⼦

交配２ ⽬

交配３ ⽬

交配 ⽬

交配５ ⽬

ー ーを ⽤した （ ）

ピンポイント改良
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こうして得られた は、改良した
質以外は原品種とほとんど わり

ません。

（ コ ） ー ーとは

普通の育種では の⾊や 期などで しますが、こうした 質は遺伝⼦に
されています。このため、⽬的の 質の遺伝⼦がわかれ 、実 の 質の わ

りに遺伝⼦を ⽬ （ ー ー） にして することができます。これを
ー ーと います。

・・ ・・

遺伝⼦の違いを⽬ に

・・ ・・

種

最 は⽬的の難裂莢性遺伝⼦以外は
ほとんどが の遺伝⼦に
なります。

交配６ ⽬、

による難裂莢性品種
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以 向け

は に難裂莢性を導⼊した品種
で、難裂莢性以外の 性や加⼯適性は と同じです。
莢がはじけにくいため、収穫遅れによる⾃然裂莢 による が
少なく、実質的な収量向上が期待できます。

適地は 〜 です。

の

機で加 ・ すると、
ははじけますが、 はほ
とんどはじけません。

0
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300

サチユタカ サチユタカA1号

子
実

重
（
kg

/1
0a

排出
ヘッドロス
刈り残し
自然脱粒
全刈り収量

実 の
収量

刈遅れに
よる収穫
ス

収穫時
の ス

本 の
収量

を し 収穫

は が⼤ に減少し、
実質収量（ ⾊ 分）が多くなっています。

に る

⾖腐と ⾖の加⼯適性を
と⽐ した結果、 割以上の で 同

との評価が得られました。

なる

なし

の

は
とほとんど がつきません。

ピンポイント改良
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開花期まで日数

成熟期まで日数

主茎長(cm)

主茎節数(節）

分枝数(本）

最下着莢節位高(cm)

子実収量(kg/10a)

百粒重(g)

フクユタカA1号(7月播種） フクユタカA1号(6月播種）

サチユタカ(7月播種） サチユタカ(6月播種）

ク
ク は、 から 地域で されている
ク に難裂莢性を導⼊した品種です。

収穫遅れによる⾃然裂莢やコン イン収穫時の裂莢が少なく、実
質的に多収となります。
成 期・品質・加⼯適性は ク とほぼ同じです。

加 ・ すると、 ク
は らかに裂莢 が少ないことがわか
ります。

な

の 収穫
粒分を めた の収量はほぼ同 ですが、
が少ない分だけ ク の収

量は⾼くなります。

ク の主な農業 質の は
ク とほぼ同じです。

0
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豆腐 納豆 湯葉・油揚

「フクユタカ」と同等 「フクユタカ」と異なる

の

ク の⾖腐と ⾖
の加⼯適性は ク と
ほぼ同 との評価が多数得ら

れました。

による難裂莢性品種

本向け

※フクユタカの値を100とした相対評価値

ク ク

開花まで日数

成熟まで日数

主茎長

主茎節数

分枝数

最下着莢節位高

子実収量

百粒重

加
工
試
験
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施
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0
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12

自然

莢

収

莢

収
量

（
）

の

**
*

えんれいのそら ・ 向け

えんれいのそら は ン イ に難裂莢性を導⼊した品種です。
ン イ と⽐べて、成 期はやや遅く、粒⼤はやや⼤きく、しわ

がやや少ない特 があります。
地 では、⾃然裂莢 よ 機 収穫時の収穫 が ン イ

に⽐べて、それ れ 減されました。

えんれいのそら ン イ

に ける収

ン イ に⽐べて えんれいのそら
の は らかに少なくなっています。

に る⾖

えんれいのそら の⾖腐の 評価は
ン イ とほぼ同じです。

し 発

0

0 5

1

1 5

2

2 5

3

3 5

0 0 5 1 1 5 2 2 5 3 3 5

「
」
の
し

粒
の

「 の 」のし 粒の

ン イ よりしわ粒の ⽣ が少な
くなっています。

〜 の 評価

の
えんれいのそら は ン イ よりわずか

に ⽣です。

ピンポイント改良

「
の

」
の

し
粒

「 」のし 粒

成熟 収
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0
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ことゆたか ことゆたかA1号

子
実
重
(k
g/

10
a
)

全刈り収量
自然脱粒
刈残し
収穫時脱粒
未脱粒

こと たか ・近 向け

こと たか は こと たか に難裂莢性を導⼊した品種です。
難裂莢性を除く 特性、加⼯適性は こと たか と同じで、
性や⾖腐加⼯適性に れます。
適地は 〜近 地⽅です。

成 莢を ・３時間の通 すると、
こと たか は多くがはじけますが、 こ

と たか はほとんどはじけません。

こと たか こと たか

実 の
収量

刈遅れに
よる収穫
ス

収穫時
の ス

本 の
収量

こと たか は こと たか に⽐
べてコン イン収穫 スが少ないことから、
実質収量（ ⾊ 分）が多くなっています。

⾖腐と ⾖加⼯適性を こと た
か と⽐ すると、実 した６
のすべてで同 と評価されまし

た。

の

を し 収穫 に る

による難裂莢性品種

と か の

こと たか は こと たか
とほとんど がつきません。

こと たか こと たか
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莢
る
収

量
（

）

自然 莢

収 莢

収
量

（
）

に る の

成 から まで 場に 置（収穫遅れ）すると、 は莢が⾃然に
はじけて 粒します。またコン イン収穫 には 粒した種⼦が⽬ ちます。

収穫 の に る収 収 の
難裂莢性品種（ ）は、 が少
ない分、コン イン収量が原品種
に⽐べて多いです。

ピンポイント改良

収 を

難裂莢性品種（ ）は、収穫適期が
ても、原品種に⽐べて が少

ないです。

難裂莢性品種は、莢がはじけることによる収量 が原品種より
少なくなります。その収量 は収穫が遅れるほど になります。
品質低 を 効果はありませんので、 な収穫遅れは ける
ことが⼤ です。
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なる

なし

品種と し

難裂莢性品種 えんれいのそら 、 ク の⼀ 成分
と の 量は、いずれも原品種とほぼ同 です。
つの難裂莢性品種の⾖腐、 ⾖などの加⼯適性 では、 作品

の 割以上で原品種と同 の評価が得られています。
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による難裂莢性品種
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⼤粒良質の⾖腐⽤品種

れにくくて、コン イン収穫に向いています。
ス より⼤粒で、⾖腐などの加⼯に適しています。
適地は 地域 などです。

は ⽬⼤粒で外 品質も
れています。

は⾖腐の 品 ク
と同 以上の加⼯適性です。

最近の育成品種

ス

1

2

3

5
(1 5 )

(1 5 )

こ

(1 5 )

(1 5 )

(1 か

5 )

し

(1

5 し )

2010 2012

のほほえ ⼤粒良質の⾼ ン ク質品種

れにくくて、⼀ に く莢の 置が⾼く、莢がはじけにくいです。
⼤粒で外 品質が れ、 ン ク質 量が⾼いです。

ン イ よりやや遅い ⽣ で、 適地は 地域 などで
す。

に く、莢がはじけにくいことから、
機 化 に適しています。

⼦実の⼤粒割合が めて⾼く、外 品質が
れ、煮⾖や 加⼯に適しています。

のほほえ

ン イ ス

のほほえ

ン イ
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あき や に い⼤粒品種

れにくくて、 イ イク イ ス病に抵抗性です。
⼦実は⼤粒で外 品質に れ、⾖腐、 などの加⼯に適しています。
ス の 中⽣ で、 適地は 地域中 などです。

地向け

はたむすめ 病⾍性でしわ粒が少ない中粒品種

イ イク病と イ スト ン に対して いです。
中粒でしわ粒の ⽣が少なく、⾖腐や ⾖の加⼯に適しています。
成 期は 中⽣の で、 適地は 地域中 などです。

よりも主茎が い
品種です。

しわ粒の ⽣ が
より少ない品種です。

はたむすめ

ス あき や

に く、コン イン収穫しやすい品種
です。

はたむすめ

または ２

⼤粒で ン ク質 量が⾼いため、⾖腐
などの加⼯に適しています。

あき や ン イ
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はつさやか ちが少ない⾖腐⽤品種

れ上がりがよく、成 に やかに収穫できます。
⼦実の ン ク質 量が⾼く、⾖腐加⼯適性が良 です。

よりやや な中⽣品種です。

はつさやか は れ上がりがよく、
適期のコン イン収穫が 能です。

⼦実に裂 の ⽣が少なく、外 品質が
れます。

あきまろ 原料に 適な ⽣品種

種などの に いて多収です。
⼀ に く莢の 置が⾼く、コン イン収穫に有 です。

加⼯適性が良 です。

莢の 置が⾼く、コン イン
収穫しやすい品種です。

あきまろ の ⾊ は⾊の るさ、
りなどの⾊ が良く、 の 能評価も

良 です。

あきまろ ト コ

あきまろ ク

はつさやか はつさやか

最近の育成品種
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こが さやか の少ない品種

の原因 素の ポ ー をすべて しています。
ポ ー 特性を ⽤した⾖ や⾖腐が製 できます。
ン ク質 量がやや⾼く、 や の にも適しています。

と同じ中⽣品種で、
ちの ⽣が少なく、多収です。

⼦実は ⽬・中粒で、多様な加⼯製品の
原料に向いています。

こが さやかこが さやか

たつまろ 難裂莢性で 原料に 適な品種

成 した莢がはじけにくく、 に い品種です。
⼦実は ⽬で中粒よりやや⼩さく、 ン ク質 量が⾼いです。

の に 適で、⾖腐の加⼯にも適しています。

莢がはじけにくくコン イン収穫に
適しています。

たつまろ

地向け

⼦実は ⽬・中粒の⼩、 ン ク質 量が
⾼く、 原料に向いています。

たつまろ
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すずかれん葉 病と ス ン ト に い⼩粒品種

葉 病や 葉性害⾍の ス ン ト に抵抗性です。
⼩粒で ン ク質 量も⾼いので、 ⾖、⾖腐、 加⼯に適します。
すず とめ より ⽣で、 適地は です。

すずかれん は葉 病に く、葉の 化
はほとんど められません。

すずかれん は すず とめ より
⼦実がやや⼤きく、多収です。

すずかれん すず とめ すずかれん すず とめ

ク ス ン ト に い⾖腐⽤品種

地・ 地で 害が⼤きい ス ン ト に 害されにくいです。
地の主 品種 ク に 期や草 がとても ています。
ク の⾼い⾖腐加⼯適性を えています。

ク は ク に⽐べて、
らかに ス ン ト に 害されにくい

です。

ク の草 や加⼯適性などは
ク とほとんど同じです。

ク ク ク ク

最近の育成品種
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ク ⽣で⼤粒の良 品種

ク より ほど く収穫できる ⽣品種です。
⼤粒で外 品質に れ、⾖腐、 加⼯適性に れます。

適地は 以 の 地、 地です。

どの品種の⾖腐が いしい
ク は⼦実の が で、

裂 が少なく、外 品質にも れて
います。

はつながは に適する品種

茎で れにくく、 に適した ⽣品種です。
ン ク質 量が⾼く、⾖腐加⼯適性に れます。
適地は 以 の 地、 地です。

はつながは は に く、
による 中 ・ が 能で

す。

ク ク

フク

種

種

フクユタカ

ク の⾖腐の
は⾼く評価されました。

ク
はつながは

はつながは は ⽣で 茎です。

地・ 地向け
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病⾍害は⼤⾖の収量や品質の低 をもたらします。 剤による 除
はコストがかかる上に、すべての病⾍害に対応するのは 難ですので、
抵抗性品種の育成が期待されています。
ここでは、農研機構の り の中から、いくつかの をご紹介し

ます。

イ イク イ スに感受性の イ が
病すると、葉に （上 ）や種⼦に
粒（ ）の が出ますが、抵抗性の

イ は出ません（上 ）。

ッ イわい化 イ スに感受性の イ
が 病すると、葉に （上 ）や種⼦に

粒（ ）の が出ます。

種⼦や により伝 する病 です。
葉に の や イクが れ、 んだ
りする があり、収量が低 します。
種⼦に や などの 粒が⽣じ、
品価 が低 します。
のほほえ や あき や などの

抵抗性品種が育成されています。

ッ イの がついていますが、 イ
にも感 します。

葉に の が れ、収量が低 すると
ともに、種⼦に 粒が⽣じ、品質が低
します。
こが さやか や あきまろ などの抵

抗性品種が育成されています。

い

主な病⾍害と

－19－



抵抗性の すずかれん （ ）の葉は
きれいですが、 病性の すず と
め （ ）は ⾊の病 が多数⾒られ
ます。

めに葉の に⼩さな ⾊の しんが⽣じ、
次第に葉全 に拡がります。

で 病が され、 病した 年の
や種⼦が 年の ⽣ となります。
外には抵抗性品種が多いですが、国内でも

抵抗性の すずかれん が育成されています。

イ スト ン に感受性の
イ （上 ）は 害により葉が
しています。 は に ⽣し

た ストです。

中の 化 ⾍が に ⽣して 分を い
るため、葉が 化して⽣育量が⼩さくなり、

収量が しく低 します。
い から成る ストを作り、その中で を
しているので、 剤 除が 難です。

抵抗性の はたむすめ が育成されています。

ク （上 ）は ク
（上 ）に⽐べて、 ス ン ト （上 、
く⾒える⾍）による 害が少ないです。

は ス ン ト により⽣じた 葉です。

⾍が イ の葉を 害し、⼤ ⽣すると茎
だけを残して べつくされるほどの 害が出
ます。
成 した ⾍は 剤が効きにくくなり、 除
が 難です。
抵抗性の ク や すずかれん が
育成されています。

抵抗性品種

の品種
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⽣育期茎葉除草剤である ン ン 剤や ット
剤は イ の⽣育中に 場に できる除草剤です。
剤により有効な 草種が なるので、 ⽣している 草種を 分

に した上で使い分ける 要があります。

⼤⾖⽤新規茎葉処理除草剤 ット 剤の 草
種 効果と 期 害 （農研機構・ 資料）より ⽤

ン ン 剤と ット 剤の 草種 効果

ット 剤の イト の効果

茎葉処理除草剤

⼤⾖ する有 な 種

処理 処理 ６
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農研機構で育成された品種のうち、以 の品種では い 害の ⽣
が められていますので、使⽤する には が 要です。

５ の の 害

の ン の 害

はたむすめ

⼤ い品種

すずほのか
ン

地では い 害が め
られましたが、 地では
ほとんど問題になることは
ありませんでした。

⼤ い品種

と感受性品種

品種

で した品種は、本 ン ットで紹介している品種

－22－



⾖腐は、 ン ク質が 格となって まったものです。

S-S

Mg2+剤
（ ）
を加えます。

加 ⾖ ⾖腐
結合

⾖ を加 すると、 ン ク質と 質（ ）が ら らになり
ます。
加 ⾖ に 剤を加えると、 ン ク質と 質が結合し（ ン
ク質 質 合 ）、さらに ン ク質同 が結合（ 結合な
ど）して 分⼦を き ながら ⽬構 を 成して まることで
⾖腐となります。

ン ク質 質 合

（ コ ）⾖腐に を ぼす⼤⾖成分（ コ ）⾖腐に を ぼす⼤⾖成分

⾖腐に を よぼす成分には以 のようなものがあります。

ン ク質・・・・ 格を 成します。 結合を 成しやすい ン
ク質が多い⽅が、⾖腐は くなります。

・・・・ 剤としてはたらきます。
ネ ・・・ 剤としてはたらきます。
ン ・・・・ 剤の作⽤に を えます。

⼤⾖ 品 る を
⾖腐と煮⾖

⾖

ン ク質粒⼦ 分⼦

－23－



⾖、 などの加⼯適性にも する煮⾖の さは、
同 の結 つきの さが 要です。

同 を のはペク ンという成分で、ペク ン⾃ の性質と
ペク ン同 を結 つける 量でその さが決まります。

⼤⾖を加 することによって、ペク ンが されて、 がほ
れやすくなり、それが煮⾖の さとなって れます。

加 、 ⼤⾖の （ 中
⾊ ）はペク ン（ 中 ⾊ ）
によって に がっています。

加 、ペク ンが され、
同 の がりが くなります。

が加わると、 がりが くなった は
ら らになり、⼦実はつ れます。

て う
の加⼯適性

⾖

加 すると

が
加
わ
る
と

ペク ン
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くん ⼤粒で煮⾖に向く ⾖品種

れにくくて、莢の 置が⾼く、機 化 に適します。
煮⾖適性が れるほか、 があり せ⾖腐などにも適します。
多収の ⽣品種で、 適地は 地域中 です。

くん の煮⾖は 産 ⾖とほぼ同
です。

くん ⼤ ス

くん は莢の 置が⾼くコン イ
ン収穫に適しています。

くろこじろう ⾖や ⾖に向く⼩粒 ⾖品種

⼦葉⾊が の ⼩粒の ⼤⾖です。
草 に れ れにくいため しやすく、コン イン収穫に適します。
⼩粒の ⾖ ⾖、 ⾖、⾖ の原料として ⽤できます。

適地は 〜 、 地域です。

くろこじろう は しないので、コン イン
収穫に適します。

くろこじろう

⼤⾖⼩粒

彩り豊かな

くろこじろう は種 が ⾊で
⼦葉 は ⾊です。

くろこじろう ⾖⼩粒

中の は、最 莢 ⾼
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くろさやか 地向けの ⽣で多収の ⾖品種
ク より ほど く収穫できる ⽣品種で、 ク
や ク より多収です。
の原因となる ポ ー を 全に し、その特性を⽣

かした加⼯に ⽤できます。
適地は 以 の 地、 地です。

ク より⼩ りな ⼤⾖です。

くろさやか ク

くあか 地向けの めての ⾖品種

種 ⾊が のある ⾊です。
成 期は ク より で、ほぼ同 の収量性です。

適地は などの 地です。

くあか を⽤いた ⾖腐は
ほんのりと のある⾊合いです。

り⾖、 ⾖など くあか の ⾊
を活かした加⼯ 品に ⽤できます。

くろさやか は多収の ⼤⾖です。

育成地

有⾊品種
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機 ・ な を

⼤⾖には に良いとされているさま まな成分が まれて り、いくつか
の成分は トでもその効果が されています。たとえ 、 コン
ンは中性 の低減化、イ ンは の 、 年期 害の な
どに効果があると われています。こうした機能性成分の 量が⾼い品種も育
成されています。

機 の

量

験

験 で

β‐
‐

量
(m

g/
g)

ななほまれ は 〜 の コン ンを 有しています（ ）。 コン
ン⾼ 有の⼤⾖ 品を 的に すると中性 が低減する結果（ ）が得られて

います。
ななほまれ は き 場で育成された品種です。

くい き は普通品種の 〜
のイ ン 量を します。

機能性成分などの

品種 育成年 改良された成分
くい き ⾼イ ン 量
き りか ⾼イ ン 量

ッ ⾼ イン
ななほまれ ⾼ コン ン（⾼ ）

き りか 、 ッ よ な
なほまれ は、 々、 合研 機構、
⼤ よ き 場で育成された

品種です。

する主な改良品種
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し な⼤⾖品種
な の

ポ ー と ー ポ ンを同時
に した き さやか はすっきりした の⾖
ができます。

主要 ンの⼀つ、 ッ
トのない なご まる は低
ン 品の原 料として ⽤できます。

⼤⾖の加⼯適性向上を⽬ して、 の原因 素の ポ ー 、
え の原因 質のひとつである ー ポ ン、あるいは、
主要 ンの⼀ をなくした品種など、さま まな成分改良品種の育成
を っています。品種化はまだですが、 にも ン ク質をすべて
した や ⾼ ン ク 量 など、新たな成分特性を持つ なども
しています。

ー

ポ ン

成分改良品種

品種 育成年 改良された成分
め たか ポ ー ・

いちひめ ポ ー 全
ス ー ポ ー 全

め のり ⾼ 量（ 、 ）
すずさやか ポ ー 全

き さやか ポ ー 全 ・
ー ポ ン

なご まる ⾼ 量（ 、 ）
くろさやか ポ ー 全
こが さやか ポ ー 全

ス ユタカス ユタカ

する主な改良品種

ポ
ー

き さやか の⾖
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種⼦の⼊⼿⽅法には、以 の３通りの⽅法があります。

種⼦・種 を している ・ から ⼊する。

・種 ⼊⼿ ストは以 にあります。 ー ー に品種 や作 を⼊れて ・ り ができます。

（ ンジンでの ー ー 農研機構 種⼦⼊⼿ ）

・ ストにある に ⼊の をしてください。

種⼦の⼊⼿ スト

２ 原種 により種⼦・種 を有 で農研機構より ⼊する。

・ 農 ・単⼀の農業法 向けです。
・⽣産 は 加⼯原料 としては できますが、第 者に 種⼦ として 、 することはできません。
・農研機構と 原種 を結んでいただきます。
・原 として、上 の⽅法による ⼊が、 がない 品 れ の理 で、⼊⼿ 難な場合の に適⽤されます。
・⼿ きの は品種を育成した研 の産 です。

３ ⽤ 原種 により種⼦・種 を有 で農研機構より ⼊する。

・ 業・法 ・ 向けです。
・農研機構と ⽤ と 原種 を結んでいただきます。
・⾃ら し、 種⼦ として 、 することができます。
・種 の り上 の⼀ を ⽤料として、農研機構に ⽀ いいただきます。
・⼿ きについては、 を 考にしてください。 も ン ー できます。

（ ンジンでの ー ー 農研機構 品種の ⽤⽅法）
・⼿ きの は農研機構本 ・知的 産 知的 産 種 ー です。

よくわからない場合は、農研機構本 ・知的 産 知的 産 種 ー に 問い合わせください。
・

品種の ⽤⽅法

⽣産 として するだけ 種 ・種⼦の ・ を いたい

種⼦・種 の

ある ない

種 の

ある 品 れ

より ⼊してくだ
さい

原種 により有
します

⽤ 原種
を結んでください
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